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歳
入
決
算
額
は
、四
十
一
億
一
、

五
五
八
万
円
で
、
収
入
率
は
予
算

現
額
に
対
し
一
〇
一
・
四
九
％
、

調
停
額
に
対
し
九
七
・
一
一
％
で

前
年
比
〇
・
三
一
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
年
比
増
と
な
っ
た
主
な
も
の

は
、
県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
町

債
、
繰
入
金
で
し
た
。
反
面
、
減

と
な
っ
た
主
な
も
の
は
、
町
税
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
利

子
割
交
付
金
等
で
し
た
。

　

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
バ
ラ

ン
ス
で
は
、
町
税
等
の
自
主
財
源

が
四
〇
・
八
四
％
と
前
年
対
比

一
・
七
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
を
始
め
、
国
・
県
か
ら
の

財
源
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
財
源
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
三
八
億
四
、

七
二
三
万
円
で
、
執
行
率
は
九

四
・
八
七
％
、
不
要
額
は
一
億
八
、

七
四
二
万
円
、
対
前
年
比
七
・
八

一
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
・
県
の
厳
し
い
財
政
政
策
に

よ
り
、
町
の
経
費
節
減
、
合
理
化

に
努
め
ま
し
た
が
、
公
債
費
・
教

育
費
・
衛
生
費
が
前
年
比
増
と
な

り
、
総
務
費
・
民
生
費
・
農
林
水

産
費
・
商
工
費
・
土
木
費
が
前
年

比
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
に
見
ま
す
と
社
会
資
本

の
整
備
に
要
す
る
投
資
的
経
費
は

雲
見
漁
港
施
設
整
備
・
農
村
総
合

整
備
事
業
・
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
補
助
等
が
増
加
し
ま
し
た
が
、

石
部
漁
港
整
備
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
整
備
補
助
・
中
瀬
邸
離
れ

改
築
等
の
事
業
終
了
に
よ
る
減
少

で
、
四
二
・
六
四
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
・
身
体
障
害
者
更
生
援
護

施
設
入
所
措
置
費
等
の
増
に
よ
り
、

一
一
・
六
八
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
繰
出
金
は
、
介
護
保
険
特
別

会
計
が
対
前
年
比
増
に
な
り
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
老
人
保

健
特
別
会
計
は
減
に
な
り
ま
し
た

が
、
三
・
四
三
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

補
助
費
は
、
清
掃
施
設
設
置
地

区
交
付
金
の
増
に
よ
り
八
・
四
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。積
立
金
は
、

財
政
調
整
基
金
・
文
教
施
設
整
備

基
金
の
積
立
で
五
・
五
二
％
の
減
、

公
債
費
は
、
元
金
返
済
の
増
に
よ

り
一
六
・
三
四
％
の
増
、
物
件
費

は
一
・
三
八
％
の
減
で
し
た
。

【主な事業】

・チャイルドシート購入費助成事業 ……９万円

・訪問給食サービス事業 ………………１３０万円

・福祉タクシー・寿乗車券助成事業 …１７０万円

・身体障害者更生援護事業 …………２，４０２万円

・心身障害者医療等扶助費 …………２，１２９万円

・介護保険対策事業 …………………８，６４１万円

【主な事業】

・生ゴミ処理機・コンポスト助成事業 …４９万円

・乳幼児医療費助成 ………………………５７０万円

・合併処理浄化槽設置事業助成 ………２，７９８万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ………６，４５５万円

・老人保健費（繰出金）…………………６，０４０万円

・新最終処分場整備費………………………８８万円

・精神障害者医療費助成事業 ……………３３７万円

【主な事業】

・那賀・南郷排水路改良工事 ………１，２２０万円

・棚田保全・景観づくり事業 …………１４０万円

・農道久保田線新設工事 ………………８８０万円

・農道楠田線新設工事 ………………５，１３５万円

・農道維持事業……………………………９２万円

・石部集落排水施設機能強化工事 …２，５２８万円

・雲見漁港海岸侵食対策事業 …………３９４万円

・水産業共同施設整備事業 ……………２３３万円

【主な事業】

・なまこ壁技術伝承事業補助 ………１５２万円

・ガーデニングフェア関連事業 ……３００万円

・ツーデーマーチ ……………………２６５万円

・漆喰鏝絵コンクール関連事業 ……５３５万円

・イベント広場改修事業 ……………１００万円

・フラワーディスプレイ製作事業 …５００万円

・岩地駐車場整備事業補助金 ………４２０万円

【主な事業】

・急傾斜崩壊対策事業 ………２，５３７万円

・道路維持改良工事 …………２，１５０万円

・河川維持工事 …………………４９６万円

・港湾整備事業負担金……１億１，５４１万円

・わが家の専門家診断事業………１０万円

【主な事業】

・小型動力ポンプ積載車（中村）………５６４万円

・消防団用備品（消防用ホース他）……３９６万円

・消火栓新設・改良工事（９ヵ所） …１５９万円

・災害対策用備品（防災テント他）……２２４万円

・常備消防費 ……………………１億５，５１４万円

【主な事業】

・中学１年生宿泊訓練事業 ………１２７万円

・市町村対抗駅伝大会 ……………１４０万円

・国際理解教育推進事業 …………５６７万円

・遠距離児童生徒通学費補助 ……４６２万円

・義務教育施設整備事業 …………８３９万円

・小中学校パソコン借上げ料 …１，１６０万円

・社会教育・生涯学習事業費 …２，８８６万円

・町民体育大会 ……………………１４６万円

・教科書・指導書 …………………３８８万円

・校舎耐震診断・耐力度調査 ……２１５万円

・公共土木施設災害復旧事業 …２９０万円

・元金………………………４億３，７６６万円

・利子………………………１億０，５４２万円

・議員報酬等

38億
4，7234，723万円

歳出

１４．１％

１８．８％

１１．５％

１３．４％

９．５％
５．９％

６．４％

５．８％

１２．８％

０．１％

１．７％

【主な事業】

・例規集データベース化 ……………２１６万円

・第４次総合計画策定 ………………５２９万円

・ＩＴ推進事業 ………………………２４５万円

・若者のまちづくり活動推進事業 …５２１万円

・那賀耕地大規模花畑造成事業 ……６３９万円

歳入
41億

1，5591，559万円

歳
入
の
状
況

歳
入
の
状
況

歳
出
の
状
況

歳
出
の
状
況

歳
入
の
状
況

歳
出
の
状
況

38億
4，723万円

歳出

歳入
41億

1，559万円

議会費 6，387万円　6，387万円
公債費 5億4，313万円　5億4，313万円

災害復旧費 290万円　290万円

教育費 4億9，242万円　4億9，242万円

消防費消防費　2億2，176万円億2，176万円

商工費 2億2，795万円　2億2，795万円
農林水産業費 3億6，681万円　3億6，681万円

衛生費 5億1，607万円　5億1，607万円

民生費 4億4，170万円　4億4，170万円

総務費総務費　7億2，422万円7億2，422万円
議会費　6，387万円

公債費　5億4，313万円

災害復旧費　290万円

教育費　4億9，242万円

消防費　2億2，176万円

商工費　2億2，795万円
農林水産業費　3億6，681万円

衛生費　5億1，607万円

民生費　4億4，170万円

総務費　7億2，422万円

諸収入
３．７％

１４，９８７万円

繰越金　７．４％
３０，４２２万円

繰入金　５．２％
　２１，４５７万円

寄附金　０．４％
１，６４６万円

財産収入　０．１％
５９８万円

町債　７．３％
３０，０７０万円 地方譲与税

０．９％
３６．２８万円

利子割交付金
０．２％
９０７万円

地方消費税
交付金
１．７％

６，９２５万円

自動車
取得税交付金
０．６％

２，５２９万円

地方特例交付金
０．５％
２，１４０万円

交通安全対策特別交付金　０．０％　６９万円

分担金及び負担金　０．８％　３，１２９万円

国庫支出金
２．８％

１１，３９１万円

使用料及び
手数料
２．７％

１０，９９９万円

県支出金　６．０％
２４，８７３万円

町税　２０．６％
８４，８３６万円

地方交付税
３９．１％

１６０，９５３万円

土木費 2億4，640万円　2億4，640万円土木費　2億4，640万円

総
額

億

額　

億
円

３８３８こ
う
使
い
ま
し
た
。

 

こ
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こ
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し
た
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一
般
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計
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計
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般
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計



 ４

松
崎
町
出
身
の
左
官
の
名
工
、
入
江
長
八
を
し
の
ぶ
「
長
八
ま
つ
り
」
が
九
月
一
九
日
か
ら
二
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
ま
こ
壁
作
り
の
実
演
や
全
国
左
官
技
能
競
技
大
会
を
は
じ
め
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
人
が
長
八
の
功
績
に
触
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
一
日 （
日
）、
長
八
の
菩

提
寺
の
浄
感
寺
で
は
、
参
加
者
が

顕
花
と
焼
香
を
行
い
、
し
め
や
か

に
供
養
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

雨
天
の
た
め
、 催
し
は
環
境
セ
ン

タ
ー
地
下
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

牛
原
太
鼓
の
演
奏
や
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
、漆
喰
鏝
絵
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

地
場
産
品
の
直
売
等
多
彩
な
催
し

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
八
美
術
館
と
長
八
記
念
館
は

当
日
無
料
開
放
さ
れ
、
多
く
の
入

館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
長
八
作
品
を
所
蔵
す

る
一
般
の
家
屋
が
公
開
さ
れ
、
普

段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
作
品
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
期
間
中
、
中
宿

通
り
で
は
民
家
の
塀
を
使
っ
た「
な

ま
こ
壁
作
り
」
も
実
演
さ
れ
て
お

り
、
伝
統
的
な
左
官
技
術
の
製
作

風
景
も
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

▲牛原太鼓の演奏 ▲長八供養祭
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全
国
に
漆
喰
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
！

第
二
〇
回
長
八
ま
つ
り

全
国
に
漆
喰
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

全
国
に
漆
喰
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信 
！！
　

第
二
〇
回
長
八
ま
つ
り

第
二
〇
回
長
八
ま
つ
り

長
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

入
江
長
八
の
伝
統
を
踏
ま
え
た

作
品
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
自
由
な
発
想
の
作
品
を

全
国
か
ら
募
集
し
た
第
四
回
全
国

漆
喰
鏝
絵
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
二

二
都
道
府
県
か
ら
六
一
点
が
出
品

さ
れ
、
う
ち
町
内
か
ら
の
応
募
は

一
二
点
で
し
た
。

　

九
月
九
日
（
火
）
に
審
査
会
が

行
な
わ
れ
、
入
賞
作
品
一
五
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
を
務
め
た
富
山
大

学
教
授
の
丹
羽
洋
介
さ
ん
は
、「
年
々

参
加
者
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き

て
お
り
、
入
賞
作
の
選
定
に
大
変

苦
労
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
一
〇
月
三
一
日

ま
で
長
八
美
術
館
特
別
展
示
室
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

全
国
漆
喰
鏝
絵

 

コ
ン
ク
ー
ル

　

最
初
に
役
場
か
ら
連
絡
を
受

け
た
時
に
は
半
信
半
疑
で
し
た

が
、
知
人
か
ら
新
聞
に
載
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
、
本
当
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

他
の
作
品
と
比
べ
る
と
な
ん

と
な
く
古
風
な
作
品
な
の
で
、

本
当
に
私
が
最
優
秀
賞
を
い
た

だ
い
て
し
ま
っ
て
良
か
っ
た
の

か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

最優秀賞

野中順子さん
�����

優秀賞「あざみ」
小野和司さん�����

優秀賞「プレイングハート」
横尾都以子さん�����

最優秀賞

「てんとう虫」
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明
治
商
家
中
瀬
邸
の
土
蔵
壁
画

に
「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば
れ
た

山
本
堪
一
さ
ん （
道
部
）に
よ
る
漆

喰
鏝
絵
が
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
八
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、

九
月
八
日
か
ら
漆
喰
鏝
絵
の
製
作

実
演
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
、

観
音
開
き
の
扉
の
内
側
に
龍
と
虎

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

長
八
の
作
品
に
は
、「
八
方
に

ら
み
の
龍
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
存
在
感
の
あ
る
龍
が
描
か
れ

て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
長
八
の
龍
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
登
り
龍
と
天
上
の
龍
、

白
虎
を
製
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

長
引
く
不
況
に
打
ち
勝
つ
強
さ

を
持
っ
て
欲
し
い
こ
と
と
、
景
気

が
回
復
し
、
低
迷
し
て
い
る
観
光

産
業
や
町
内
の
事
業
者
の
運
も
上

向
く
こ
と
を
願
っ
て
製
作
さ
れ
ま

し
た
。

　

�
日
本
左
官
業
組
合
連
合
会
主

催
の
第
三
九
回
全
国
左
官
技
能
競

技
大
会
が
、
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
有
能
技
能
工
の

確
保
や
伝
統
技
能
の
継
承
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全

国
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
抜
さ
れ

た
優
秀
選
手
一
〇
名
が
課
題
作
品

の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

競
技
は
高
さ
二
・
二
メ
ー
ト
ル
、

幅
二
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
〇
セ
ン

チ
の
課
題
の
天
井
や
柱
を
仕
上
げ

る
も
の
で
、
参
加
者
は
延
べ
三
日

間
に
わ
た
り
巧
み
な
技
を
競
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
全
国
か
ら
多
数

の
関
係
者
が
詰
め
掛
け
、
作
業
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
二
日
に
行
な
わ
れ
た
表
彰
式

で
、
優
勝
し
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
尾
曲
義
昭
さ
ん
（
滋
賀
県
）

は
、「
遠
く
か
ら
参
加
し
た
甲
斐

が
あ
り
ま
し
た
。
二
年
連
続
で
出

場
で
き
た
う
え
に
最
優
秀
賞
も
と

れ
ま
し
た
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
回
松
崎
町
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ス
ケ
ッ
チ
の
町
宣
言
を
し

て
、
題
材
と
な
る
風
景
を
提
供
で

き
る
町
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
た

こ
と
を
受
け
、
松
崎
町
旅
館
組
合

が
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

今
年
四
月
か
ら
募
集
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
八
月
末
ま
で
に
一
五
三

点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
九
月
八
日
（
月
）

に
行
な
わ
れ
、
入
賞
作
品
一
二
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
、
九
月
二
一
日
（
日
）

長
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会
場
で

行
な
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
細
海
哲
也
さ
ん

（
桜
田
）
に
お
話
し
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、「
花
壇
と
背
景
の
山
の
遠

近
感
を
出
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

▲なまこ壁の製作

▲最優秀賞 ▲審査会の様子

全
国
左
官
技
能

 　
　
 

競
技
大
会

漆
喰
鏝
絵

 

製
作
実
演

伊
豆
松
崎
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
ク
ー
ル

▲全国左官技能競技会 ▲漆喰鏝絵製作の様子
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第
二
六
回
松
崎
町
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
一
回
街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

　

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
対
す
る
住
民
・
団
体

の
活
動
に
つ
い
て
評
価
す
る
機
会

を
設
け
、
技
術
の
向
上
、
運
動
の

推
進
を
図
ろ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
二
六
回
を
迎
え
た

今
回
は
、二
九
団
体
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。

　

八
月
二
〇
日
に
町
長
を
審
査
委

員
長
と
し
た
八
名
の
審
査
委
員
に

よ
り
、
取
組
み
、
努
力
、
創
意
工

夫
、
技
術
力
に
つ
い
て
審
査
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
団
体
は
次
の
と
お
り
で
、

一
〇
月
三
日
の
老
人
福
祉
大
会
で

表
彰
さ
れ
る
ほ
か
、
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
の
団
体
は
、
来
年
度
の
南

伊
豆
地
域
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】　

伏
倉
常
磐
会

【
優

秀

賞
】　

松
尾
老
人
会

　
　
　
　
　
　

船
田
寿
会

　
　
　
　
　
　

小
杉
原
花
の
親
睦
会

【
努

力

賞
】　

池
代
日
吉
会

　
　
　
　
　
　

岩
地
天
寿
会

　
　
　
　
　
　

船
田
女
性
会

　
　
　
　
　
　

中
村
老
人
会

　
　
　
　
　
　

江
奈
一
み
ど
り
会

　
　
　
　
　
　

東
区
東
友
会

　

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
団

体
だ
け
で
な
く
、
個
人
や
事
業
所

等
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
践
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
も
評
価
す
る

機
会
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
三
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
っ
た
の

は
、
四
個
人
・
二
事
業
所
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
狭
い

ス
ペ
ー
ス
を
立
体
的
に
活
用
す
る

工
夫
を
凝
ら
し
た
り
、
水
や
り
等

花
壇
管
理
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】　

山
本
源
吾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
沢
）

【
優

秀

賞
】　

中
川
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
峰
輪
）

【
努

力

賞
】　

石
田　

宏
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
区
）

　
　
　
　
　
　

黒
田
福
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
区
）

　
　
　
　
　
　

土
屋
す
な
を
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
）

　

皆
さ
ん
も
街
角
の
花
コ
ン
ク
ー

ル
に
参
加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
町
で
は
園
芸
講
座
等
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

▲最優秀賞　伏倉　常磐会の皆さん

▲優秀賞　小杉原　花の親睦会の皆さん ▲優秀賞　松尾老人会の皆さん▲優秀賞　船田　寿会の皆さん

▲優秀賞　中川駐在所　大島さん ▲最優秀賞　山本源吾さん（大沢）

最優秀賞最優秀賞　伏倉　常磐会

最優秀賞最優秀賞　山本源吾さん（大沢）

最優秀賞　伏倉　常磐会

最優秀賞　山本源吾さん（大沢）

第第2266回回松松崎崎町町花花壇壇ココンンククーールル

第第1111回回街街角角のの花花ココンンククーールル

第26回第26回松崎町花壇コンクール松崎町花壇コ ン ク ー ル

第11回第11回街角の花コンクール街角の花コ ン ク ー ル
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九
月
三
日
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
小
・
中
学
生
の
夏
休

み
の
課
題
と
し
て
募
集
し
た
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
三
八
四
点
の
応
募
が

あ
り
、
町
長
、
松
崎
警
察
署
交
通

地
域
課
長
、
各
学
校
の
美
術
担
当

教
諭
ら
が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

最
優
秀　

端
山
洋
太
郎
（
松
小
一
年
）

優　

秀　

高
橋
健
介
（
松
小
一
年
）

　
　
　
　

川
田　

葵
（
松
小
二
年
）

佳　

作　

鈴
木
康
平
（
松
小
二
年
）

　
　
　
　

山
本
貴
紀
（
岩
小
一
年
）

　
　
　
　

石
田　

梓
（
松
小
二
年
）

最
優
秀　

宮
本
優
也
（
松
小
三
年
）

優　

秀　

佐
藤
成
美
（
松
小
三
年
）

　
　
　
　

鈴
木
那
菜
（
中
小
四
年
）

佳　

作　

山
本
佳
穂
（
岩
小
三
年
）

　
　
　
　

渡
辺
美
由
紀
（
三
小
四
年
）

　
　
　
　

山
崎
成
歩
（
中
小
四
年
）

最
優
秀　

高
木
揚
矢
（
岩
小
六
年
）

優　

秀　

斉
藤
夏
海
（
三
小
六
年
）

　
　
　
　

山
本
彩
乃
（
岩
小
五
年
）

佳　

作　

高
見
美
喜
（
松
小
六
年
）

　
　
　
　

駒
井
翔
一
（
松
小
五
年
）

　
　
　
　

宮
本
ゆ
り
か
（
松
小
五
年
）

最
優
秀　

石
川
沙
有
里
（
一
年
）

優　

秀　

山
崎
利
樹
（
一
年
）

　
　
　
　

太
田
爽
子
（
一
年
）

佳　

作　

鈴
木
彩
菜
（
一
年
）

　
　
　
　

松
原
利
枝
（
一
年
）

　
　
　
　

小
原
利
恵
（
一
年
）

　

九
月
七
日
（
日
）、
県
内
全
市

町
村
を
ま
わ
る
大
会
旗
と
炬
火
が

町
内
の
小
中
学
生
二
〇
名
に
よ
り
、

無
事
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
総
参
加
を
呼
び
か
け
、 大
会

開
催
の
気
運
を
高
め
る
た
め
に
行

な
わ
れ
た
リ
レ
ー
は
、
六
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
南
伊
豆
コ
ー
ス
と

し
て
、
下
田
市
か
ら
南
伊
豆
町
経

由
で
戸
田
村
ま
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
「
長
八
美
術
館
」
前
を
ス
タ
ー

ト
し
た
一
行
は
松
崎
町
役
場
ま
で

走
り
、
式
典
の
あ
と
「
ふ
か
さ
わ

荘
」
ま
で
走
り
ま
し
た
。
沿
道
か

ら
は
多
く
の
人
が
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

▲審査会の様子

最優秀

松小　１年
端山洋太郎くん

最優秀

岩小　６年
高 木 揚 矢くん

表情（目の動き）が良い

見ることが強調されている

最優秀

松小　３年
宮 本 優 也くん

最優秀

松中　１年
石川沙有里さん

アイデア
（車とゴールを重ねた）が良い

字
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
校
低
学
年（
一
・
二
年
）の
部

小
学
校
中
学
年（
三
・
四
年
）の
部

小
学
校
高
学
年（
五
・
六
年
）の
部

中
学
生
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

小
学
校
中
学
年
の
部

中
学
生
の
部

国
体
大
会
旗
・

国
体
大
会
旗
・

炬
火
リ
レ
ー

 

炬
火
リ
レ
ー

国
体
大
会
旗
・

 

炬
火
リ
レ
ー
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今
年
度
満
七
〇
歳
以
上
に
な
る

方
を
対
象
に
、
九
月
一
四
日
か
ら

一
六
日
に
か
け
て
町
内
一
九
会
場

で
敬
老
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
公
民
館
等
で
は
、
歌
や

踊
り
、
ゲ
ー
ム
等
趣
向
を
凝
ら
し

た
催
し
が
行
な
わ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
二
、
一
三
四

名
で
、
そ
の
内
喜
寿
（
七
七
歳
）

該
当
者
一
三
四
名
、
米
寿
（
八
八

歳
）
は
四
二
名
、
九
〇
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
一
四
三
名
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
八
月
一
日
現
在
）

▲会場の様子（中川小学校にて） ▲尺八の披露をする方もいました。（国民宿舎にて）

▲人力車の送迎サービス

▲ゲームを楽しむ皆さん（中村） ▲子ども会の肩もみサービス（山口）

� ����������������������������������������������������������
　

八
月
三
一
日
（
日
）、
勤
労
者

体
育
館
で
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
八
チ
ー
ム
に
よ
る
Ａ
、
Ｂ

二
リ
ー
グ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
戦
わ
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
と
三

位
決
定
戦
は
両
リ
ー
グ
の
一
位
、

二
位
同
士
で
、
二
面
の
コ
ー
ト
で

同
時
に
争
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

九
月
五
日
（
金
）、
総
合
グ
ラ

ン
ド
で
地
区
対
抗
野
球
大
会
の
決

勝
戦
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
月
一
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
中
等
部
と
中
区
チ
ー
ム
で
争
わ

れ
た
決
勝
戦
は
、序
盤
で
中
区
チ
ー

ム
が
先
制
点
を
上
げ
ま
す
が
、
中

盤
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
逆
転
。

終
盤
に
中
区
チ
ー
ム
が
同
点
ま
で

追
い
つ
き
ま
し
た
が
、
両
チ
ー
ム

と
も
追
加
点
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
延
長
戦
も
終
了
し
、

引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

【
優　

勝
】　

江
奈
三
チ
ー
ム

【
準
優
勝
】　

峰
チ
ー
ム

【
三　

位
】　

道
部
チ
ー
ム

▲

優
勝
し
た
江
奈
３
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

▲称えあう両チーム代表

� ����������������������������������������������������������

各
地
区
で
敬
老
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

敬
老
の
日

敬
老
の
日

敬
老
の
日

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

 

お
元
気
で

町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

町
長
杯
バ
レ 
ー 
ボ 
ー 
ル

地
区
対
抗
野
球
大
会

地
区
対
抗
野
球
大
会

町
長
杯
バ
レ 
ー 
ボ 
ー 
ル

地
区
対
抗
野
球
大
会

９ 

　

先
般
「
第
五
八
回
ニ
ュ
ー
わ

か
ふ
じ
国
体
」
夏
季
大
会
が
開

催
さ
れ
、
わ
が
町
で
も
こ
の
大

会
を
盛
大
な
も
の
に
し
よ
う
と
、

「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ン

グ
」
を
催
し
ま
し
た
。

　

松
崎
町
〜
賀
茂
村
間
を
漕
行

す
る
も
の
で
し
た
が
、
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
湾
内
競
技
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
っ
て
み

る
と
、
遊
覧
船
や
漁
船
上
な
ど

か
ら
見
る
景
色
と
異
な
り
、

素
晴
ら
し
い
景
観
で
し
た
。

　

波
と
同
じ
高
さ
か
ら
の
視

野
で
広
が
る
景
色
は
、
ま
さ

に
大
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
り
、
な

ん
と
も
云
え
な
い
雄
大
さ
を

実
感
し
ま
す
。
こ
と
に
絶
壁

近
く
に
な
る
と
、
実
感
が
増

幅
さ
れ
、
海
を
渡
る
微
風
と

小
さ
い
波
音
が
心
地
よ
く
、

し
ば
ら
く
我
を
忘
れ
る
ほ
ど

で
す
。

ま
た
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
は
非

常
に
軽
く
で
き
て
い
る
た
め
、

町長室からこんにちは　２２
力
が
無
く
て
も
そ
れ
な
り
の
ス

ピ
ー
ド
が
出
せ
る
し
、
操
作
も

簡
単
な
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
乗
っ

て
み
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

深
澤　

進

松
崎
町
長

シ 
ー 
カ 
ヤ 
ッ 
ク 
に 
つ 
い 
て 
の 
雑
感

� ����������������������������������������������������������

議会事務局　４２－３９６１
町 長 公 室　４２－３９６２
総 務 課　４２－３９６３
商工観光課　４２－３９６４

生活環境課　４２－３９６９
出 納 室　４２－３９７０
教育委員会　４２－３９７１
振興公社推進本部 　４２－１８８１

役場への
お問い合わせは
各課直通電話へ

どうぞ

町民の広場町民の広場町民の広場
産業建設課　４２－３９６５
健康福祉課　４２－３９６６
町 民 課　４２－３９６７
税 務 課　４２－３９６８

　

夏
に
な
る
と
、
海
水
浴
客
で
賑

わ
う
事
は
良
い
の
で
す
が
、
夜
遅

く
ま
で
花
火
を
し
た
り
、
ゴ
ミ
を

家
の
前
に
捨
て
て
い
っ
た
り
と
、

マ
ナ
ー
が
悪
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

三
浦
地
区
で
は
、
海
岸
で
の
花

火
を
午
後
九
時
ま
で
と
決
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
松
崎
海
岸
で
も
そ

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
松
崎　

女
性
）

　

夏
の
花
火
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

三
浦
地
区
は
午
後
九
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
元
の
観

光
協
会
及
び
区
で
決
め
た
も
の
で
、

地
区
内
の
放
送
で
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

ご
質
問
の
松
崎
海
岸
で
は
、
花

火
の
時
間
は
特
に
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
時
間
設
定
に
あ
た
っ
て

は
観
光
関
係
者
等
と
の
意
思
統
一

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
改
善
に
つ
い
て
は
、
海

岸
に
看
板
を
設
置
す
る
等
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

－

商
工
観
光
課－

　

町
内
放
送
に
つ
い
て
、
公
共
放

送
ら
し
く
内
容
を
精
選
し
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。

　

体
育
協
会
関
連
の
放
送
な
ど
は
、

私
的
な
内
容
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
心
配
事
相
談
」
の
放

送
回
数
は
減
ら
し
て
も
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
回

数
が
多
い
と
松
崎
町
に
は
心
配
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
暗
い
イ

メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
松
崎　

女
性
）

　

町
内
放
送
は
、
現
在
午
前
九
時

と
午
後
五
時
の
一
日
二
回
を
定
例

的
に
実
施
し
て
お
り
、
各
種
行
事

や
催
し
物
等
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
方
法
と
し
て
、
最

大
限
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
よ
う
に
、
最
近
は
町

内
放
送
も
幅
が
広
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度
精
選

し
、
関
係
者
に
も
理
解
を
求
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、「
心
配
事
相
談
」
は
、

先
月
か
ら
月
一
度
の
放
送
に
す
る

こ
と
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

－

町
長
公
室－
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【10月の救急当番医　西伊豆地区】

� ����������������������������������������������������������

－

短
歌－

松
崎
文
芸

国立東静病院付属
東静看護学校

平成1 6年度学生募集
松
崎
文
芸

保健師だより保健師だより

� � �� � ���� � �� � ���� � �� � ���
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��������
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�����
��������

����
����

【募集人員】　１００名

【就業年限】　３年

【資　格】

　高等学校を卒業した方、高等学校

を卒業した方と同等以上の学力があ

ると認められた方、または、来年卒

業見込みの方。

【受　付】　１２月８日（月）～２４日（水）

【試　験】　平成１６年１月２１日（水）

【問合せ】　〒４１１－０９０５

　駿東郡清水町長沢７６２－１

　国立東静病院付属東静看護学校

　　　�０５５－９７６－５４５５

【その他】　願書の郵送を希望する方

は、１４０円切手を貼った返信用封筒

（角型２号：３３．３�×２４．０�）を同

封して上記までお申込み下さい。

は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。

　町では、１歳６ヵ月から３歳６ヵ月まで、６ヵ月おきにムシ歯予防に効果的なフッ素ゲ
ル塗布を行なっています。６ヵ月おきに塗布しないと効果が減少してしまいますので、
忘れずに受けるようにしましょう。

物
憂
げ
に
わ
れ
を
見
て
ゐ
る
猫
が
ゐ
る

 

そ
の
手
も
借
り
た
い
忙
し
い
わ
れ

藤
井
せ
い

消
す
も
ひ
と
り
灯
す
も
独
り
の
部
屋
の
中

 

わ
が
意
の
ま
ま
に
も
の
置
き
て
あ
り

笹
本
藤
子

渓
流
の
音
き
き
な
が
ら
作
品
に

 

励
み
し
書
の
師
の
作
に
去
り
難
く
ゐ
つ

船
津
き
く

早
々
と
夕
餉
す
ま
し
て
庭
に
出
で

 

妻
と
賞
で
た
り
十
五
夜
の
月

佐
藤
丈
夫

塩
加
減
ど
う
か
と
言
っ
て
友
だ
ち
が

 

湯
気
の
立
つ
里
芋
持
ち
来
て
く
れ
ぬ

坂
倉
の
ぶ

名
は
体
を
表
す
ほ
ど
に
鉄
線
の

 

か
ぼ
そ
き
茎
に
も
花
芽
の
つ
き
ゐ
る

平
馬
文
枝

胸
を
張
れ
と
の
天
の
声
す
れ
ど

 

弱
き
身
は
い
よ
よ
臆
し
て
追
ひ
風
を
待
つ

山
本
し
づ
子

腰
を
曲
げ
て
歩
い
て
ゐ
れ
ば
背
後
よ
り

 

も
っ
と
伸
び
ぬ
か
と
甥
が
さ
さ
や
く

高
橋
浪
子

太
陽
と
土
の
め
ぐ
み
と
知
ら
さ
る
る

 

抜
き
て
も
抜
き
て
も
勢
ふ
草
に

中
村
宣
子

栗田怜奈ちゃん
（道部）

山本好未ちゃん
（峰輪）

稲葉柾成くん
（山口）

鈴木拓也くん
（雲見）

９月の３歳児健診でムシ歯の無かったお子さんたちです。

ぼくたち、わたしたちムシ歯はないよ！！ぼ く た ち 、 わ た し た ち ム シ 歯 は な い よ ！ ！ 
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町のできごと町の で き ご と
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九
月
一
日
（
月
）、
静
岡
県
下

一
斉
に
総
合
防
災
訓
練
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

松
崎
地
区
で
は
、
例
年
行
な
わ

れ
て
い
た
集
合
型
訓
練
か
ら
、
よ

り
実
践
的
な
シ
ナ
リ
オ
の
無
い
訓

練
を
各
地
区
毎
で
実
施
す
る
方
向

で
行
な
い
ま
し
た
。

　

西
区
・
中
区
・
北
区
で
は
、
三

地
区
合
同
で
避
難
訓
練
を
行
な
っ

た
他
、
各
地
区
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
や
避
難
地
で
の
炊
き
出

し
訓
練
等
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ

た
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
七
日
（
日
）、
松
崎
港
で

第
八
回
み
な
と
で
み
ん
な
と
海
の

ピ
カ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
を
明
る
く
元
気
に
す
る
と

と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
心
を
養

お
う
と
始
め
た
「
海
の
ピ
カ
市
」

で
す
が
、今
年
で
八
回
目
を
迎
え
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か

り
定
着
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
ヨ
ッ

ト
の
体
験
乗
船
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

教
室
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

九
月
一
三
日
（
土
）、
松
崎
海

岸
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
「
第
四
回
伊

豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
豆
半
島
で
活
動
し
て
い
る
和

太
鼓
団
体
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、

和
太
鼓
の
演
奏
を
通
し
て
そ
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と
松

崎
二
一
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　

曇
り
空
で
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
が
、
海
岸
に
集
ま
っ
た
人
々
は

勇
壮
な
和
太
鼓
の
演
奏
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

四
六
年
ぶ
り
に
静
岡
県
で
開
催

さ
れ
た
「
国
民
体
育
大
会
」、
松

崎
町
で
は
賀
茂
村
と
共
同
で
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て「
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

九
月
一
四
日
（
日
）、
台
風
の

影
響
で
、
岩
地
湾
内
を
周
回
す
る

コ
ー
ス
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
が
行
な

わ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
岩
地
海

岸
の
景
色
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
楽

し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

東
海
地
震
に

 

備
え
て

掘 
り 
出 
し 
物 
は

 
見 
つ 
か 
り 
ま 
し 
た 
か
？

今
年 
も
盛
況 
！

 
太
鼓 
フ 
ェ 
ス 
テ 
ィ 
バ 
ル

▲西区・中区・北区合同消火訓練（松崎小学校）

▲ピカ市会場の様子

▲隊列を組んで沖へ向かう

▲篠笛奏者村山二郎氏と太鼓の共演

わ 
か 
ふ 
じ
国
体

 

デ 
モ
・
ス 
ポ 
開
催
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【日時】　１０月１２日（日）午前９時～

【場所】　雲見海岸

【問合せ】　雲見観光協会

　　　　　　　�４５－０８４４

【日時】　１０月１３日（月）

　　　　午前８時２０分～

　　　　（雨天の場合１９日に延期）

【場所】　松崎小学校グランド

【問合せ】　教育委員会

　　　　　　　�４２－３９７１

雲見温泉海賊料理まつり
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第37回町民体育大会

　行政書士は他人の依頼を受け、

報酬を得て、官公署に提出する書

類や権利義務又は事実証明に関す

る書類を作成することを業としま

す。また、作成した書類を官公署

への提出代行や書類の作成業務に

ついて相談に応じることを業とす

ることができます。

　１０月は、行政書士制度強調月間

です。この期間中、町内の行政書

士会員は、各事務所において無料

相談に応じています。お気軽にご

利用下さい。

　自賠責保険・共済は、万一の交

通事故の際の基本的な対人賠償を

目的として、バイク・原動機付自

転車を含むすべての自動車に加入

が義務付けられている保険です。

　特に車検制度のないバイク・原

動機付自転車をお持ちの方は、 期限

切れ、かけ忘れに注意しましょう。

　

月
10

行政書士強調月間

【日時】　１０月２４日（金）～２６日（日）

　　　　午前８時３０分～午後５時

【会場】　ＭＯＡ瑞雲会館

　　　　熱海市桃山町２７－１

【会費】　一般１０，０００円

　　　　学生　９，５００円（テキスト代含む）

【申込】　１０月１９日（日）まで

【問合せ】

　伊豆地区ボイラー技師会事務局

　� ０５５７－８４－２１７１（担当：黒田・大西）

自賠責保険・共済確認を

【日時】　１０月１４日（火） １０月２８日（火）

　　　　午後１時３０分～

【場所】　環境センター大会議室

【講師】　下田税務署消費税担当

【問合せ】　松崎町商工会

　　　　　　　�４２－０４７０

【日時】　１１月１１日（火）、２０日（木）

　　　　午前９時～午後４時

【場所】　県立静岡がんセンター

　　　　長泉町下長窪１００７

【対象】　未就業の看護職免許保有

　　　　者で再就業希望者

【申込】　１０月２０日（月）まで

【問合せ】

　静岡県ナースセンター東部支所

　　�０５５－９２０－２０８８

【行政相談員】　近藤二郎

　　　　　　　�４２－１８８０

【問　合　せ】　町民課

　　　　　　　�４２－３９６７

行政相談週間

１０月２０日～２６日
　毎日の暮らしの中で役所などの仕事

に対して苦情や要望、意見はありませ

んか？

　「苦情はあるが、直接役場に言いにく

くて・・」「どこへ申し出ていいのかわ

からない・・」という方は、行政相談

員にお話し下さい。

　このような行政に対する町民の意見

を聞いて解決するのが「行政相談員」

です。相談は無料で秘密は守られます。

２級ボイラー技士実技講習会

基礎看護技術講習会

改正消費税説明会

　消費税法が改正され、１，０００万円以上

の課税売上があると消費税の申告納付

が必要になります。該当すると思われ

る方は、どちらか都合の良い日にご参

加下さい。

１３ 

　住宅ローン等を利用して自分の

家の増改築等をした場合で、一定

の要件に当てはまるときは、その

借入金等の年末残高を基にして計

算した金額を所得税から控除する

ことができます。

　単に一部分の壁紙を張り替えた

だけでは対象になりませんが、床

のフローリングの張り替えや、浴

室、台所の改修等も対象になりま

す。

　今後、住宅の改修を予定される

方は、事前にお尋ね下さい。

◇岩地　１０：００～１０：４０

◇石部　１１：００～１１：４０

◇雲見　１３：３０～１４：１０

　会場は各地区公民館です。

申告納付はこの機会に済ませ

て下さい。 

今月の納税

町県民税第３期

【日時】　１０月７日（火）１０：００～１５：００

【場所】　生涯学習センターふれあいホール

【問合せ】　町民課　�４２－３９６７

【日時】　１０月８日（水）、２２日（水）

　　　　１１：４５～１２：００

【場所】　松崎町役場

　平成１５年９月１５日現在

　　　　（　）内は前年対比

　　人身事故　２８件　（－４）

　　物損事故　８８件　（＋８）

　　死　　者　０人　（－１）

　　傷　　者　３９人　（＋４）

税一口メモ

犬・猫ひきとり

町の交通事故

住宅借入金等
特別控除について

入湯税出張徴収
10月20日（月）

図書館だより

お話会のお知らせ

【日時】　１８日（土）午前１０時３０分

【場所】　図書館「みんなのひろば」

【対象】　小学校２年以上

10月の休館日

特設人権・行政・法律相談

２３２４２５２６２７２８２９３０３１１２３４

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�

� 凡　　例�
�����������������

��������������

�����������������

�������� �� �

　伊豆では、素晴らしい農産物、加工

品等を生産していますが、生産の現場

はなかなか見ることができません。

　そこで、地元農業の魅力を知る機会

として、体験ツアーを企画しました。

ふるってご参加ください。

【日時】　平成１５年１１月９日（日）

【会場】　牛原山他

【内容】　農業体験（みかん狩り・しい

たけ狩り・さつま芋掘り）、収穫物でバー

ベキュー、生産農家との交流

　　　（弁当、軍手は持参）

【対象】　町内在住者

【費用】　体験料　１，０００円

【締切】　１０月２０日（月）

【申込】　産業建設課　�４２－３９６５

　１２歳以上の心身に障害のある方を対

象に、陸上競技の体験や体を動かす楽

しさを感じていただく教室が開催され

ます。ぜひ参加して下さい。

【日時】　１０月１８日（土）午後１時

　　　　１１月２２日（土）午後１時

【場所】　県営愛鷹陸上競技場（沼津）

【締切】　それぞれ１週間前まで

【申込】　静岡県ハンディキャップ

陸上競技協会御殿場事務局

�０５５０－８２－７２９５ （９：００～２０：００）

ハンディキャップ陸上競技教室

伊豆“ほっと”な味わい
体験ツアー参加者募集

６日 （月） ・ １３日 （月） ・ ２０日 （月） ・ ２７日

（ 月 ）・３１日（金・館内整理日）

※町民体育大会延期の場合

　１９日休館

【問合せ】　図書館　� ４ ２ － ３ ９ ７ ２

全国地域安全運動
　10月11日～10月20日

　地域安全活動は、「安全で安心して

暮らせる社会」を実現するために

『地域の安全は地域の皆さんの手で』

という地域の皆さんの自主的な活動

として犯罪や事故を未然に防止する

活動です。

　松崎警察署でも、

☆高齢者世帯への悪質商法被害防止
活動

☆「子供を守る家」の設置及び広報
活動

☆自転車盗・オートバイ盗・車上狙
いの被害防止活動
など、地域の実情に沿った身近な問

題解決に地域安全推進員、駐在所と

ともに取り組みます。
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 １４

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

校
ひ
ろ
ば

（28）

�
四
五－

〇
〇
〇
一

　

学
校
中
の
み
ん
な
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
「
収
穫
祭
」
が
迫
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
一
一
月
二
一
日
金
曜
日

の
予
定
で
す
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
棚
田
で
収
穫

し
た
餅
米
や
学
級
で
育
て
た
作
物

等
を
使
っ
て
、
学
級
独
自
の
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
た
食
べ
物
と
お
店

を
作
る
こ
と
。
そ
し
て
、
棚
田
で

の
活
動
や
総
合
的
な
学
習
等
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
事
を
ね
ら
い
と
し

て
、
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
学
校

行
事
で
す
。

　

餅
米
作
り
は
、
棚
田
保
存
会
か

ら
三
浦
小
学
校
分
と
し
て
お
よ
そ

二
反
の
水
田
を
借
り
、
五
年
生

（
四
人
）
が
中
心
と
な
っ
て
田
植

え
・
草
刈
り
等
の
世
話
を
し
て
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
稲
の
生
育
は

順
調
の
よ
う
で
す
。

　

野
菜
は
、
各
ク
ラ
ス
が
金
網
で

仕
切
ら
れ
た
学
級
園
（
野
猿
に
作

物
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
）
や

畑
で
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
な
す
・
さ
つ
ま
い
も

等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
日
発
行

通
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第
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三

号

広
報
ま
つ
ざ
き
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四
一
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三
六
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静
岡
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町
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〇
五
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二
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〇
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五
八
〉 四
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三
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八
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町
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�
山
本
印
刷

松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

戸籍だより
（８月分）

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

　

こ
れ
か
ら
、
児
童
会
や
五
年
生

の
代
表
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
を

た
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
穫
祭
の
人
気
は
、な
ん
と
言
っ

て
も
各
ク
ラ
ス
が
、
ア
イ
デ
ア
を

凝
ら
し
た
食
べ
物
と
お
店
で
す
。

昨
年
は
、
い
そ
べ
餅
・
き
な
こ

餅
・
蒸
し
パ
ン
・
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
・
ス
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
・
ゴ
ー
ヤ

料
理
・
雑
煮
・
大
根
の
シ
ー
チ
キ

ン
・
赤
飯
等
お
い
し
い
も
の
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
棚

田
の
お
じ
さ
ん
か
ら
「
稲
穂
の
さ

さ
や
き
」
や
「
棚
田
の
ほ
た
る
」

の
話
が
聞
け
て
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
収
穫
祭

に
な
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。

三
浦
小
学
校

戸籍だより
（８月分）

（平成１５年９月１日現在）

総人口 ８，８１９人（－１４）

　男　 ４，１８３人（－８）

　女　 ４，６３６人（－６）

世帯数 ３，１４９戸（－５）

転　入　６人　転　出　１８人

出　生　７人　死　亡　９人

��������

町の人口と世帯

　昭和２８年１０月婚姻届のご夫婦を

紹介します。

届出日年齢氏　名地区

１０．３
７６歳

７１歳

吉 長 昭 二

　　 と み
宮内

おめ で と う
№73
金婚式

収
穫
祭
が
楽
し
み
だ
！

　６月に赤海ガメの産卵を撮ろう

として、見事に失敗しましたが、

今度はなんとか岩地でふ化した子

ガメを撮ることができました。

　　　　　　　　　　　　（高橋）

広報あれこれ広報あれこれ

保 護 者性別氏名地区

上 野 由 美男 蘭 
ラン

大 澤

小 川 陽 一男 偉 　 央 
イ オ

伏 倉

堤　 勇 雄男 空 
ソラ

東 区

西 村 昌 純女 晴 　 香 
ハル カ

江奈２

鈴 木　 学女 梨 　 央 
リ オ

江奈２

岡 村　 篤男 海 　
カイ

 翔 
ト

道 部

山 本 祐 二男 彪 　 我 
ヒュウ ガ

那 賀

おめでとうございます（出産）

届出人年齢氏　　名地区

利　喜８５� 木 う め江奈１

惣　一７５渡 辺 芳 範雲 見

早　苗８８船 津 光 雄船 田

勝　大６５渡 � 雄 市大 澤

敏　子７０山 本 康 夫道 部

定　勝９２細 田 あ や峰 輪

�７８松原やすの明 伏

律　子６３菊 池 義 �野 田

おくやみ申し上げます（死亡）

　明るい選挙、投票全員参加等を

呼びかける標語を募集します。

【資格】　県内在住者

【応募】　氏名 ・ 住所 ・ 年齢 ・ 職業 ・

標語 （２５文字以内） を明記して郵送、

ＦＡＸ又はＥメールで送付。

【締切】１０月３１日（金）

【問合せ】　静岡県選挙管理委員会

〒４２０－８６０１　静岡市追手町９－６

Ｔ Ｅ Ｌ ０５４－２２１－２０５８ Ｆ Ａ Ｘ ２２１－２７７６

Ｅ メ ー ル sigyousei@hq.pref.shizuoka.jp

選挙啓発標語募集選挙啓発標語募集


